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• 事前研究会（2014 年 3 月 19～20 日　大韓文化財研究院）


















• 第 2 回共同研究会（2015 年 3 月 14～15 日　大韓文化財研究院）
栄山江流域と倭の関係を特徴づける前方後円墳の踏査と，共同研究会を行った。研究会では，ま







• 国際シンポジウムの共催（11 月 28 日　韓国国立羅州博物館）
当初の計画にはなかったが，李暎澈氏の提案を受けて，栄山江流域と倭の交流史をテーマとした





































• 事前協議（5 月 20 日　大韓文化財研究院）
大韓文化財研究院が学術調査を行った高敞七岩里前方後円墳の巡検とあわせて，高田が大韓文化
財研究院を訪問し，2015 年度計画の協議を行った。























• 歴博国際シンポジウムの開催（2016 年 3 月 5，6 日　歴博）
3 月 5～6 日に歴博国際シンポジウム『古代日韓交渉の実態』を開催した。特に，それまでの研


































• 事前協議（5 月 25～26 日　大韓文化財研究院）
2016 年度の共同研究会についての事前協議を大韓文化財研究院にて行った。また，栄山江流域
の各地から出土が相次ぐ埴輪についての資料調査を行った。



























































































































ことも明らかとなった。そして，咸平杓山 1 号墳のように，3，4 世紀から連綿と墳墓がきずかれ
ていく墓域に位置する事例も確認され，在地の造墓活動の中で，前方後円墳がきずかれる状況も指
摘できた。
それによって，これまで考えられてきたように，前方後円墳をきずいた集団と在地の伝統的な古
墳をきずいた集団の関係が，単純に「排他的・対立的」な関係ではなく，対立や協調をふくみこん
だ「併存的」な関係であることが浮き彫りになりつつある。少なくとも，栄山江流域の前方後円墳
が単に特殊な墓制ではなく，栄山江流域社会なりの特質や伝統も内包されている点については，各
研究員の間で共通の理解となっている。そして，栄山江流域社会が百済の社会統合の動きへ対応す
る１つの方策として，前方後円墳を採用したという評価が，定まりつつある。ただし，この点につ
いては共同研究員の中で今も議論が続いている。今後の課題としたい。
以上，研究の主な成果と今後の課題についてまとめた。本報告では各共同研究員の論考を収録し
ているが，その理解の助けとなれば，幸いである。
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最後に，本共同研究のもう 1 つの課題として，日韓で共通して先史・古代の日朝関係史を議論し
ていくための学術的な基盤を形成していくことがあった。本共同研究の最大の特徴は，日本と韓国
の 7 名ずつの研究者が，相互に訪問し合い現地の遺跡や遺物を調査し，その場で研究会を開催する
という方式を，一過性のものではなくて，3 年という長期にわたって重ねたことにある。研究の背
景や環境が似ているようでも相異なる日韓の研究者が，相互に配慮しながらも深く議論を行う場は，
それほど多くはない。3 年間の共同研究を通して，日韓それぞれの研究員が，単に相手側の研究状
況を知るという程度ではなく，みずからがフィールドとする地域を知るためには相手側の状況と比
較検討する必要がある，ということを深く認識するようになったと考えている。
このような研究会を円滑に推進するためには，日韓の信頼関係が必須である。そのために歴博は，
栄山江流域における調査，研究を精力的に推し進める韓国大韓文化財研究院（李暎澈院長）と国際
交流協定を締結し，日韓の研究機関同士の事業として本共同研究を立ち上げた。それによって，栄
山江流域の前方後円墳という，とかく自国の側の論理を貫徹させようとしがちな研究テーマについ
て，冷静にそして深く議論することができ，今後につづく学術的な基盤を形成することができたと
自己評価したい。
（国立歴史民俗博物館研究部）
大韓文化財研究院にて
　 鹿児島県塚崎古墳群にて
 公州公山城をバックに
